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シュロガヤツリの刈払いの様子

刈り払い後に防草シートを設置

弟島シュロガヤツリ駆除作業

弟島の森の様子

弟島において、地元NPOや環境省小笠原自然保護官事務所のみなさんと同行して、外
来植物のシュロガヤツリの駆除を行いました。
シュロガヤツリは、明治の末ごろに観賞用として移入されましたが、現在は利用されるこ
ともなく、主に湿性地に群生し、水性昆虫等の生息地を奪っています。
無人島においては、水場はごく限られた場所にしかないため、水性昆虫や野鳥類にとって
も貴重なオアシスです。
今回は、シュロガヤツリを刈り取った後、防草シートをかける作業を行いました。

群生しているシュロガヤツリ
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	Slide 2: 総合学習の一環として、父島電信山歩道近くの国有林において、小笠原中学校１年生 24名が参加して、モクマオウ等の外来種の駆除体験を実施しました。モクマオウは 明治１２年頃、荒廃地へ植林するため移入されたとされています。 当日は、保全センター職員から、外来種駆除の必要性等を説明したのち、ノコギリでモクマオウ等伐採作業を実施しました。ノコギリの使い方に慣れていない生徒も多く、センター職員が力の入れ方や伐採のコツを指導しました。 外来種の駆除をとおして、島の子供達に島の自然を守ることの大切さを感
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